
 

発言順位２    ６番 八 木 義 弘 議員 （一括質問）  

 １ 気候変動下の防災対策について 

(1) 防災対策の推移と市民理解について  

  ① ここ数年の、気候変動に対応して大きく変わった防災気象情報や避

難情報について、市民への周知や啓発は、どのようになされてきてい

るか伺います。 

② 磐田市水防計画書にある、レベルに応じた配備体制と要員、配備基

準などで、抜本的な見直しを図ってきたこと、また新たに明らかにな

った課題について伺います。 

③ 警戒レベル３で「高齢者等避難」、レベル４で「避難指示」など、

昨年５月の災害対策基本法改正でより早い段階での避難となったこ

とで、対象区域の防災対策にどのような影響があるかを伺います。  

(2) 避難情報発令の判断について 

① 本市の場合、洪水浸水想定区域や土砂災害警戒区域などで、避難情

報の発令の判断が難しいと思われるような要因があるのか伺います。 

(3) 防災情報の集約について 

① 気候変動の時代に対応した河川防災の、“情報弱者”のための対策

について伺います。 

② 気象庁等が発表する防災気象情報と市の対応、住民が取るべき行動

について、５段階の警戒レベルに集約・整理して、台風接近時などに

磐田市公式ホームページなどを使い目立つ形でリアルタイム表示で

きたらと考えます。また、磐田市公式ホームページの「防災」と防災

リンク集を、互いに関連付けて一覧表示をと考えますが、それぞれ見

解を伺います。 

 

 

 

 

 

 



 

２ 天候急変と要配慮者の避難について 

(1) 避難確保計画と個別計画について  

① 本市の地域防災計画に定めた要配慮者利用施設における避難確保

計画の作成について、洪水浸水、土砂災害それぞれの対象となる施設

数と作成状況を伺います。  

②   昨年５月から自治体の努力義務となった在宅の避難行動要支援者

の個別計画の作成について、対象者の人数と作成率、及びその達成度

の評価について伺います。 

(2) 福祉避難所の現状と課題について 

① 市内の福祉避難所の指定状況と、必要となる人手や備蓄などの支援

体制について伺います。  

②   災害時の福祉避難所の位置付けと、一般の指定避難所との関係につ

いての住民への周知、また災害時に予想される直接避難の受け入れや

対象者の特定など、運用面での課題について伺います。 

 


